道歯会通信３月号

岩見沢歯科医師会

豪雪「岩見沢」

日時：１月１５日未明から１７日

　昨年12月から局地的大雪が続いている「岩見沢市」では、年が明けた１５日より再び大雪に見舞われ16日には最深積雪194ｃｍの観測史上最高を記録した。

この日の市内路線バス・都市間交通バスは全て運休、ＪＲも約200本の運休、ごみ収集は一部でストップ、小中学校・高校は臨時休校、市内大渋滞など都市機能が完全に麻痺してしまった。幹線道路の除雪が優先されたために住宅街では深さ数十ｃｍの雪がそのまま手つかずとなり、そのほとんどが小型車同士でもすれ違えない一車線の道路と化し、市内のいたるところで車が立ち往生したり、交通事故や落雪事故、家屋の損壊等が多数発生した。また「車が車庫から出せない」「除雪車がこない」「数キロの移動に２時間かかった」など市に苦情が殺到し、翌１７日から災害派遣要請を受けた陸上自衛隊による除排雪作業が岩見沢市と三笠市で行われた。
　管内の各歯科医院では「交通事情によるキャンセルが非常に多い」、「スタッフが出勤できない」「１年分の雪がここ２週間で降り、排雪費が例年の倍以上だ」など何処にもぶつけ様の無い怒りの声やなかば諦めの声が聞こえていた。

（久恒泰宏）

三師会新年交礼会

日時：1月24日（火）19：00から

場所：ホテルサンプラザ

　岩見沢薬剤師会、医師会、歯科医師会から総勢61名が集まり恒例の三師会が開かれた。医師会倉増秀昭会長の代表挨拶では、大雪、大震災、ＴＰＰ、診療報酬改定等について触れ、特に報酬改定では歯科、医科は微増だが、薬剤はシビアな改定だと感想を述べた。また、衆議院議員選挙があって、もし渡辺岩見沢市長が立たれるならば、三師会をあげて応援したいと語られた。これを受けた渡辺市長は祝辞の中で、大雪に対して６億円の追加予算を組んだこと、ＴＰＰ、消費税、岩見沢市の基盤の強化等についての他、現在の職務をまずは全うしたいと述べるにとどまった。マリンバ演奏の出し物の後は各々のテーブルでの歓談が続き、次回当番である当会の竹内友康副会長の閉会の辞でお開きとなった。（久恒泰宏）

道央北ブロック役員連絡協議会

日時：2月4日（土）15：00から

場所：ピパの湯 ゆ～りん館

　美唄歯科医師会の主幹により役員連絡協議会が行われた。道歯からの報告事項の後、『法人改革問題』、『ＦＣ１（クラウドコンピューティング）』の利用方法、『フッ化物洗口』についての情報交換や意見交換が行われた。当会からは久恒理事がＦＣ１を情報の貯蔵庫として用いていることや会員への案内に有料メーリングリストの『M List 』を使い始めたこと、今冬の大雪に対する手段としてSkypeを使って岩見沢市—夕張市—長沼町を結んでネット会議（広報部会）を行っていること等が紹介された。九津見専務からはフッ化物洗口の進捗状況と今後小中学校にすすめるうえでの課題等について報告された。懇親会の席でも前述の会議の続きのように様々な意見交換が各テーブルで行われていた。
（山本達也）
